
２７ ナポレオン時代 ナポレオン＝ ボナパルト

仏革命前は、 島生まれの下級貴族として砲兵少尉

１７８９ ２０才、仏革命勃発。ジャコバン＝ クラブに入り革命派軍人として活躍

１７９４ ２５才でイタリア遠征軍の旅団長、少将に昇進

１７９４ テルミドールの反動で失脚、死刑は免れる

１７９５ 王党派の反乱に苦しむ総裁政府に登用され、鎮圧に功績をあげる

１７９６ 遠征軍司令官、墺を屈服させ第１回対仏大同盟を瓦解させる

１７９８ 遠征 アブキール湾の海戦ではネルソンに敗れ、苦戦

〔このとき学者が を発見〕

１７９９ １７９９．１１．９ のクーデター ★背景，支持基盤（商工業市民・小農民）

統 対外的危機の克服 ・ 第２回対仏大同盟（９９．３） 内政面の成果〔革命の成果を定着〕統領政府（３人の統領
１８００ イタリア遠征 オーストリアが屈服 第一統領として独裁的権力を握る

領 １８０１ （宗教協約） 教皇との和解 １８００ の設立 中央銀行

１８０２ （対英講和条約） 国民教育制度の確立

政 ・第２回対仏大同盟の解消 １８０２ 憲法改定し となる

１８０３ 米にルイジアナを売却

府 １８０４ 発布 ★意義

１８０４
１８０４ 皇帝に即位 ナポレオン１世 第一帝政始まる

国民投票で圧倒的支持 １８０５ 結成

１８０５ の海戦（対英） に敗れる

帝 １８０５ の三帝会戦（対墺・普） 勝利

オーストリアが屈服 ・ 第３回対仏大同盟の崩壊

政 １８０６ の成立 西南ドイツの１６領邦を服属させて衛星国とする

・『 帝国』の解体 ・『オーストリア帝国』となる

・ １８０６ イエナの戦いに勝利（対普） ベルリン入城

１８０６ 勅令〔 〕（対英）★背景，内容，影響 ★ナポレオン戦争の性格

大 １８０７ の和約（対普・露）

プロイセン領の半分を奪う

陸 大公国創設 旧ポーランド 民族意識の覚醒 反仏・反ナポレオンの動き

１８０７ スペイン征服 兄ジョセフ スペイン王 １８０７ （普） ・ の改革

支 弟ルイ オランダ王 〜 農奴解放・行政改革・軍制改革・教育改革

哲学者 の演説「 」

配 １８０８ の反乱（半島戦争） ゴヤの絵

〜 以後ゲリラ的蜂起が続き，鎮圧に苦しむ

１８０９ オーストリアに大勝

１８１０ ハプスブルク家のマリー＝ ルイズと結婚

ナポレオンの絶頂期 １８１０ が大陸封鎖令を無視

１８１２ １８１２ 遠征に大敗 ６７万の大軍で侵入したが敗退

１８１３ 第４回対仏大同盟の結成 「解放戦争」に結束

１８１３ の戦い（ 戦争）に敗北

没 １８１４ 同盟軍にパリが占領され降伏

落 １８１４ ナポレオン退位し 島に配流 ブルボン朝復活
１８１４ 会議はじまる（〜１８１５．６）戦後処理の国際会議 即位

１８１５．２ ナポレオンがエルバ島脱出， パリに入り権力奪取 ウイーン会議（１８１４〜１５）

．６ の戦い に敗北 百日天下 “会議は踊るされど会議は進まず”

．１０ 島へ配流（南大西洋の孤島） １８１５．６ ウイーン議定書

１８１５
１８２１ 死去



◆革命派軍人， ナポレオン＝ ボナパルト 島出身の下級貴族。砲兵少尉。

１７８９ ２０才のとき革命勃発。ジャコバン＝ クラブに入り革命派軍人として活躍， 昇進。

１７９４ ２５才でイタリア遠征軍の旅団長， 少将に昇進。

１７９４ テルミドールの反動で失脚。死刑は免れる。

１７９５ 王党派の反乱に苦しむ総裁政府に登用されて活躍。反乱鎮圧に功績をあげる。

１７９６ 軍司令官。オーストリアを屈伏させ， 第１回対仏大同盟を瓦解させる。

・カンポ＝ フォルミオの和約で，南ネーデルラント・ロンバルディアを獲得。

１７９８ 遠征 アブキール湾の海戦でネルソンの率いるイギリス海軍に敗れ失敗。

★ナポレオンの権力掌握の背景， 支持層

〔背景〕

〔支持層〕

★ナポレオン法典の意義

★ナポレオン戦争の意義

★大陸封鎖令（ベルリン勅令）

〔軍事的背景〕

〔経済的背景〕

（史料）

１． イギリス諸島を封鎖状態におくことを宣言する。

２．イギリス諸島とのあらゆる貿易，通信は禁止される。従って・・・・

３．わが軍隊もしくわ同盟国軍隊の占領地域に見出されるイギリス臣民は，いかなる身分，

境遇の者でも戦争捕虜とされる。イギリス臣民に属する倉庫，商品は正当拿捕とする。

〔結果・影響〕

★シュタイン＝ ハルデンベルクの改革

〔意義〕

〔内容

ナポレオンのことば
「ピラミッドの頂きから，４０００年の歳月がわれらを眺めているぞ」

「わが権力はわが名誉に由来し，名誉は余のもたらす戦勝に由来する。余の権力は，その基

礎としてさらに新しい名誉と戦勝を付け加えなければ，失墜するであろう。征服が余の現在

をつくり，征服のみが余を維持することができる。」

「わが辞典に，不可能ということばはない。」

「余の名誉は幾度かの戦勝にではなく，余の法典にある」


